
　山梨県民信用組合と山梨県信用組合協会では、社会貢献活動の一環として、皆様にご
利用いただいております信用組合業界のクレジットカード「しんくみピーターパンカード」の
収益金の一部を「障がいを持つ子どもとその家族の支援」の趣旨に合致した活動を行って
いる団体に毎年寄付を行っております。
　今回は、甲府市大里町と韮崎市水神町で障がいのある子どもたちの放課後等デイサー
ビスを提供する「ジリツアカデミージュニア」を運営する株式会社ＺＩＲＩＴＳ（清水成仁代表）
様に寄付金を贈呈しました。
　ジリツアカデミージュニアが提供する放課後等デイサービスは、学校に通われている子
どもで、発達に心配や難しさのある子どもに対して、放課後や夏休み等長期休暇中におい
て、生活能力向上のための訓練や充実した余暇活動を行うための支援、学習のサポート等
を継続的に提供するものです。学校教育と相まって子どもの自身の自立や自信を促すとと
もに、放課後等の居場所を提供しています。
　同アカデミーでは、集団生活への適応訓練を目的に、運動や外遊び、ゲーム、創作・音楽
活動などのみんなで一斉に取り組むプログラムや、パソコンや絵画等、やりたいことを自
分で選んで取り組むプログラムを行っています。中でも、パソコン教室は、講師にパソコン
インストラクターをしていた方や長年パソコンを専門職にしていた方などが、子どもたちに
わかりやすくまた楽しく取り組める内容で教えています。
　清水代表は、今回の寄付金を「子どもたちの将来のために大事に使わせていただく」と
し、パソコン教室の端末更新に活用していくこととしています。また贈呈式では、子どもた
ちの代表者から南理事長にお礼の言葉をいただきました。

　当組合営業担当職員が㈲ハギハラ工房へ訪問の際に、建築業者の建物施工に
かかる看板制作の需要についてヒアリングし、当組合の他支店の取引先であるfr 
design㈱が様 な々お客様の建築ニーズに対応していることから今後の看板製作の
マッチングを両者に提案し、ちょうど美容院創業者の看板制作予定があったことから
ハギハラ工房に発注依頼し、お客様も大変満足されたことから続けて2件の発注が
行われました。

　(有)ハギハラ工房（萩原 亮代
表）は、看板・サインの制作取付の
業務を主としており、国交大臣認定
の屋外広告士が在籍し、素材・環
境に合った施工に注力しています。
デザイン力に優れ、使う人、場所、
シーンに応じてあらゆるニーズに応
える製品提供と綿密な調査による
安全な施工により、県内の様 な々企
業の看板製作の実績を誇っていま
す。美しい県土づくり推進大会「広
告景観賞」を受賞(白州・尾白の森
名水公園べるが)し、当組合御勅使
支店の看板も手掛けています。

(有)ハギハラ工房 fr design（株）

笛吹市石和町
東油川312-2
Tel.055-262-3411

甲府市住吉5-24-7D
Tel.055-242-7251

　fr design㈱（村松 隆之代
表）は、平成23年設立の、建
築、内装、エクステリア、壁面
アート等を手掛ける会社です。
自由な発想で建築の形に捕ら
われないスタイルを重視し、ク
ライアントのイメージするデザ
インコンセプトを生かし、「夢」
を現実に造りあげ、理想の空
間を提供しています。

当組合は、持続可能な
開発目標（SDGs）を
支援しています。

私たちは緑の募金に
参加しています。

本誌の
バックナンバーが
ご覧になれます

ご意見・ご感想を
お聞かせください

信用組合に口座をお持ちの方が入会することがで
きる「しんくみピーターパンカード」（※カードによる
利用額の0.5％が信組業界に寄付されます。）は、
ネットからの入会申込みが可能となりました。（入会
には審査が必要となります。）

しんくみ
ピーターパンカードの入会

マッチングマッチング ××㈲ハギハラ工房㈲ハギハラ工房 fr design㈱fr design㈱

地域の飲食店を応援しています。
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「ZIRITS」様に寄付金を贈呈しました。

仕事承ります! ※掲載企業に連絡を取りたい場合は、営業担当者
　又は営業店にお気軽にお申し出ください。けんみん信組掲示板 Matching

山梨ユニフォーム㈱

「ユニフォームを通して日本を元気にする」のミッショ
ンのもと、お客様にユニフォームのご提供を行っていま
す。作業服の他に、ヘルメットや安全靴、自社加工(刺
繍・プリント)も取り扱っています。社員の育成にも力を
入れています。会社の役割は、社員が働きやすい環境
をつくることだと考えています。それをベースに社員に
は、仕事の中で「やりがい」を掴んでもらいたい。そう
することで「この会社で働きたい」と思える会社を目指
しています。

南アルプス市西野2343-1　TEL.055-283-6355

ユニフォームを通して日本を元気に

㈲弘正堂

当社の印鑑ケースは、金枠から一貫した自社製造を
貫き、一つひとつ職工による手作業で造られておりま
す。自社製造によるリーズナブルさと、手作業ならでは
の高品質さを兼ね備えた商品は、お客様の希望に
沿ったデザイン変更やコンマ単位での加工が可能で
す。当社が開発したフレーム「プライムシリーズ」は、口
金が「がま口財布」のような形状になっているのが特
徴。ケースの開閉がしやすく、見た目も可愛らしく上品
な印象を与えます。

身延町西嶋1814-1　TEL.0556-42-2555

印鑑ケース「プライムシリーズ」

㈱天野製作所

当社は、今年創業60年を迎える印章ケース及び記念
品メーカーです。結婚を機に、先祖から受け継いだ苗
字から、嫁ぎ先の苗字へと変わります。お嫁に来てくれ
てありがとうの気持ちを込めて「新しい名前が刻まれ
た印鑑」を贈る。日本特有の文化である印章を、モノ
とコトを結ぶ「ナオクリ」という特別な贈り物。ナオクリ
をきっかけに、印章の新たな価値と文化を創造・発信
し続け、これからも地場産業に貢献していきます。

昭和町築地新居1669 釜無金属工業団地
TEL.055-275-5681

名前を贈るストーリー

モテギ㈱

当社は昭和24年に創業。印章・印刷・システム機
器・雑貨・宝飾を取り扱っております。5月にカラーコ
ピー・名刺印刷・DVD/CDコピー・カッティングシー
ル・くるみ製本・ラミネート加工・パネル加工・ポス
ター印刷などが行える専門店を新規出店しました。
印刷は入稿データ受付後、最短3時間で仕上げる事
が出来ます。更に店内ではコワーキングスペースを併
設し、テレワークブースでオンライン授業や会議にご
利用頂く事も可能となります。
本　社/甲府市相生2-10-12　TEL.055-232-0111
新店舗/昭和町西条5198　TEL.055-225-4855

「印：しるし」を通じて社会に貢献

㈱フジハラ
セイメン

昭和27年創業。高根町にて麺類製造を手掛け70
年、メンに自信と誇りを持ち、自慢のメン達を美味しく
食べていただきたい！それがフジハラセイメンのモッ
トーです。八ヶ岳の湧水を使ったメンは絶品で、麺幅
2.5㎝極太ほうとうをはじめ個性豊かな商品を製造
し、現在は、ほうとう、蕎麦、ラーメン、うどん各種メン類
を飲食店、小売店に販売し、学校給食にも使われて
います。イチオシは今年から製造開始の生パスタ。乾
麺とは一味違うもっちりとした食感となっています。

北杜市高根町長澤1812-4　TEL.0551-47-4211

八ケ岳湧水を使った麺づくり

㈱アクセス

当社は、食料品アクセス困難者(買い物弱者、難民)に
対して、運転ミスが起こりにくく、安全で安価な移動手
段を提供することを目的として事業を開始し、シニア層
に最適な最高速度を抑えた電動ミニカーを主力に販
売しておりましたが、現在では、気軽な移動手段として
最適な折り畳み式電動バイクや3人乗りが可能な電動
トライク、デリバリー用トライクなど、様 な々ニーズに対応
した電動車両の製造・販売を行っております。

甲府市富竹4-4-14　TEL.055-236-8804

電動バイクの製造・販売

㈱五味製作所

当社は、木工所として創業し、昭和36年に金属精密
加工に移行、平成30年に株式会社五味製作所に組
織変更を行いました。品質・納期の徹底を図り、また、
時流に応じた新鋭設備を導入し省力化・合理化を進
めて参りました。効率的・信頼性・首尾一貫をモットー
に、真鍮、ステンレス、鉄、アルミ、樹脂等をローコスト
で加工しております。今後とも量産品のみならず、多種
小ロットまで幅広くお客様のニーズに応えていきます。

笛吹市御坂町竹居1136　TEL.055-262-7335

金属精密加工

山一窯業㈱

当社は、明治5年に陶器の販売から始まり、昭和46年
にコンクリート二次製品製造販売に着手し、創業150
年になります。当社の特徴は、堆積物を抑え高い排水
能力を発揮する円形水路や国交大臣認定宅地擁壁T
型ブロックなどオリジナルでユーザーのニーズに応え
た製品を多数世の中に提供してきたことにつきます。
JIS製品はもちろん、宮ケ瀬ダム・永平寺ダムの堤体や
監査通廊ブロック、東京駅前広場のタイプの異なる側
溝などユニークな製品で社会に貢献しています。

甲府市城東5-5-8　TEL.055-233-2813

コンクリート製品のフレキシブルカンパニー

〒400-0032 甲府市中央1丁目18-6
℡ 055-233-4176
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地域とけんみん信組をつなぐ情報誌
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難読地名
当組合の営業区域は、山梨県内全域にまたがっており、各地の
難読地名（字名）に巡り合いますのでご紹介します。

梯：甲府市（旧上九一色村）
【かけはし】 「梯」は、梯子（はしご）や、きざはし（かけ離れたところにわた
すもの）を意味する字。地名の由来は、渓谷に架かるかけはしの奇橋が
あったことに因むという。

上（下）神内川：山梨市（旧山梨市）
【かみ（しも）かのがわ】 地名の由来は、加納地（荘園に税を納める田地）
であったからとの説や、カミノカワ（川の上流）の意であるとの説がある。

円野町上（下）円井：韮崎市
【まるのちょうかみ（しも）つぶらい】 円井は、円井という池があることによ
る。円野は、上円井・下円井・入戸野が合併し、それぞれの村の一字を組
み合わせ「まるの」と読ませたもの。

百 ：々南アルプス市（旧白根町）
【どうどう】 御勅使川の水の流れる音の「どんどん（百々）」に因むと言われる。

荊沢：南アルプス市（旧甲西町）
【ばらざわ】 「荊（いばら）」は、にんじんぼく（刑杖に用いられた灌木）を指
し、これが多く生えていたことに因むという。

小倉：北杜市（旧須玉町）
【こごえ】 南にある大きな屯倉（稲穀を収納する官倉）とともに、小さな屯
倉が小越峠の西口にあったことから「小越の小倉」と呼ばれたのが略され
たといわれる。

上（下）教来石：北杜市（旧白州町）
【かみ（しも）きょうらいし】 地名の由来は、高さ7尺余、縦３間・横２間余の
「清ら石」から転じた教来石に因むと言われる。

国衙：笛吹市（旧御坂町）
【こくが】 律令制の甲斐国の国庁（国衙）が置かれたことによる。

増利：笛吹市（旧八代町）
【まさり】笛吹川沿いに開墾された増分・徳分の地であることによるという。

㈱
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猗股君は私のベストパートナー お客様からお褒めのお手紙をいただきましたので紹介します。

前略
　私は、昨年退職し、預金等いろいろな面で貴信用組合にアドバイスをいただいている者です。過ぎてしまえばあっという間の現役時代で
ありますが、長年懸命に勤務に励み、その証としての退職金やその運用についてなど、どうしたものかと思案していたところ、知人の紹介に
より、最終的に貴信用組合に預けることにいたしました。
　担当していただいたのは、本店営業部の猗股幸生君。昨年５月に初めてお会いし、その後、何回かお話しさせていただきましたが、最初の
印象は、「NHK大河ドラマの若殿様や公家役がピッタリ」な若者でした。大きく無骨な黒鞄を手にしていたにも関わらず、彼の気品漂うたた
ずまいや落ち着いた話し方、資料を一枚一枚丁寧にめくる美しい所作など、今どきの若者とは次元の違う存在といったら言い過ぎでしょう
か、とにかく私に強烈な印象与えてくれたことを覚えています。聞けば、先祖は北条家の家臣。戦いに敗れ、この山梨の地にたどり着いたとの
こと。やはり、受け継いだ血は確実に彼の中に存在しているものだと一人納得した次第。
　その後、何回かお会いし、話をしていく中で、趣味は音楽鑑賞、それも、レコードを収集し、ジャズピアノなどをレコードプレーヤーで聴くと
いうことがわかりました。若い頃、バンドを組んで音楽活動をしていた私と、音楽の好みも合い、しばし時を忘れて音楽談義を交わしました。
還暦を過ぎた私のような人間と、対等に話ができるなど、「お主なかなかの者」とあらためて感心しました。その他にも、登山の話や映画の話
など、彼といるといつも楽しい時間を過ごすことができます。
　世はコロナ禍に加え、世界情勢の急激な変化など、まさに「激しい変化の時代」。しかし、人としての生き方、
企業人としての歩みなど、大切なことは、これまでも、これからも変わることはないものと信じています。芭蕉
は、「時代を超えて変わらないもの」と「時代と共に変えていくもの」を、「不易」と「流行」という言葉で表しまし
たが、彼をはじめ、次代を担う若者には、この芭蕉の残した言葉を意識しながらも、常に前をしっかりと見据
え、「いつも心に太陽」を持ちながら、これからの時代をしっかりと歩んでいってほしいと思います。
　いささか、話が大きくなってしまいましたが、猗股君のような若者が夢をもって生きていける、そんな世の中
になるよう、微力ながら、私も何らかの力になりたいと考えております。
末筆ながら貴信用組合の益々の御発展・御繁栄をお祈りしております。
猗股君、これからもよろしくお願いします。　　草々

2 　「
け
ん
み
ん
信
組
経
営
者
ク
ラ
ブ
」

令
和
4
年
度
第
1
回
経
営
塾
が
開

催
さ
れ
、㈱
ノ
ウ
ハ
ウ
バ
ン
ク
三
科
公

孝
代
表
の「
変
化
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
経
営
者
像
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
話
が
あ
っ
た
の
は
、

近
年
S
D
G
s
の
認
知
が
高
ま
り
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
対
す
る
世
の
中
の
見
方

が
厳
し
く
な
っ
て
、「
な
ん
ち
ゃ
っ
て

S
D
G
s
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

（
う
わ
べ
だ
け
、表
面
だ
け
塗
っ
て
中

身
を
ご
ま
か
す
）」と
い
う
批
判
も
出

て
き
た
状
況
に
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。三
科
代
表
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
今
日
の
普
及
を
例
に
、当
初
は
経

済
新
聞
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
ピ
ン
ク

サ
イ
ト
も
併
せ
て
閲
覧
し
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
習
慣
が
つ
い
た

経
験
を
あ
げ
、伸
び
る
も
の
は
清
濁

併
せ
て
飲
ん
で
大
き
く
な
っ
て
い
く

と
い
う
考
え
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
更
に
普

及
す
る
過
程
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。し
っ
か
り
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
あ
れ
ば
、実
績
値
や
目
標

値
の
数
字
に
表
し
た
り
、数
値
に
し

づ
ら
い
も
の
は
取
り
組
み
の
リ
ア
ル

な
画
像
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、新
し
い
流
れ
の
メ
タ
バ
ー
ス

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
作
ら
れ
た
3

次
元
の
仮
想
空
間
）の
活
用
に
つ
い
て

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
に
作
ら

れ
た
商
業
空
間
に
は
、ア
バ
タ
ー
と

呼
ば
れ
る
自
分
の
分
身
が
参
加
し
、

相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な

が
ら
買
い
物
な
ど
の
経
済
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、仮
想
現
実
の

学
校（
忍
者
寺
子
屋
）が
あ
り
、家
は

出
ら
れ
な
い
が
画
面
を
見
る
こ
と
は

で
き
る
引
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を

救
っ
て
い
る
例
も
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。リ
ア
ル
こ
そ
い
い
の
で
あ
っ
て
、

ネ
ッ
ト
上
の
も
の
は
ま
が
い
物
で
あ

る
と
考
え
る
人
も
い
る
が
、ど
っ
ち

が
い
い
か
を
決
め
る
必
要
は
な
く
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
を
互
い
に
補
え
ば

い
い
と
い
う
の
が
三
科
代
表
の
考
え

で
、メ
タ
バ
ー
ス
を
リ
ア
ル
空
間
の
お

試
し
空
間
と
位
置
付
け
て
コ
ン
テ
ン

ツ
を
開
発
す
る
の
も
あ
り
だ
と
し
て

い
ま
す
。仮
想
空
間
は
ア
プ
リ
で
作

れ
、三
科
代
表
は
、株
式
会
社
ノ
ウ
ハ

ウ
バ
ン
ク 

メ
タ
バ
ー
ス
支
社
を
ネ
ッ

ト
上
に
作
っ
た
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
有
名
な
経
営
学
者
ピ
ー

タ
ー・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
金
言「
未
来
の

こ
と
は
予
測
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

す
で
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
未
来
を

探
せ
」「
す
で
に
起
こ
っ
た
未
来
は
、

体
系
的
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
」を
引
用
し
、す
で
に
起
こ
っ
て
お

り
、後
の
世
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
変
化
で
あ
り
な
が
ら
、ま
だ
一
般

的
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
変
化
を
い

ち
早
く
見
定
め
、大
き
な
チ
ャ
ン
ス

と
す
る
こ
と
が「
未
来
を
探
す
」こ

と
で
重
要
で
あ
る
と
し
、経
営
塾
会

員
へ
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

変
化
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
も
の

町中華を楽しむ
　相続信託は、申込人（ご本人様）からお
預かりした資金を運用・管理し、生前は毎
年配当金を申込人にお支払いし、申込人
がお亡くなりになり相続が発生した場合
は、あらかじめ指定した受取人にお預か
りした資金を一括してお支払いする制度
です。

　令
和
4
年
4
月
、当
組
合
山
梨
支
店
の
支
店
長
に
、松
土

栄
一
支
店
長
が
着
任
し
ま
し
た
。本
年
度
、当
組
合
で
は
3
名

の
新
た
に
登
用
さ
れ
た
支
店
長
が
お
り
、松
土
支
店
長
は
そ

の
う
ち
の
一
人
で
す
。

　松
土
支
店
長
は
山
梨
市
出
身
で
、平
成
6
年
の
入
組
以
来
、

主
に
峡
東
地
域
の
支
店
に
勤
務
し
、今
回
本
店
営
業
部
か
ら

の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

　松
土
支
店
長
の
自
己
評
価
は「
コ
ツ
コ
ツ
真
面
目
」、こ
れ

ま
で
の
仕
事
で
の
思
い
出
は
、新
規
開
拓
先
で
自
ら
の
不
注

意
に
よ
り
お
客
様
の
大
切
な
盆
栽
を
倒
し
て
し
ま
い
、お
客
様

に
強
く
叱
ら
れ
た
こ
と
。誠
心
誠
意
謝
り
何
と
か
許
し
て
も
ら

え
た
の
で
す
が
取
引
は
見
込
め
ず
意
気
消
沈
し
て
い
た
と
こ

ろ
、翌
日
に
お
客
様
か
ら
連
絡
が
あ
り「
真
面
目
に
一
生
懸
命

謝
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
心
を
打
た
れ
た
」と
言
っ
て
定
期
預
金

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
と
の
事
で
す
。

　私
生
活
で
は
、ド
ラ
イ
ブ
を
趣
味
と
し
て
い
ま
し
た
が
、コ

ロ
ナ
蔓
延
後
は
遠
出
を
自
粛
し
て
、自
宅
で
の
洗
車
に
い
そ
し

み
、洗
車
後
に
ピ
カ
ピ
カ
と
な
っ
た
愛
車
を
眺
め
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ

し
、至
福
の
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　支
店
長
と
な
り
、こ
れ
ま
で
も
仕
事
に
お
い
て「
人
の
気
持

ち
を
考
え
な
が
ら
行
動
や
発
言
す
る
こ
と
」を
心
が
け
て
お

り
、今
後
は
支
店
長
と
し
て
厳
し
い
こ
と
も
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、言
い
方
を
考
え
て
発

言
す
る
よ
う
自
戒
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新
し
い
こ
と
、や
っ
た

こ
と
が
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
時
は
失
敗
や
苦
労
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、失
敗
や
苦
労

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
、自
分
や
組
合
の
成
長
に
繋

が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
お
り
、新

た
な
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。

　最
後
に
、「
お
客
様
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
よ
い
お
手
伝
い
が

で
き
る
よ
う
、誠
心
誠
意
努
め

て
ま
い
り
ま
す
」と
強
い
決
意
を

表
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業

　
中
央
市
の
㈱
ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ（
斉
藤
勇
介
代
表
）は
、多
彩
な
業

種
の
取
引
先
を
有
し
、県
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
求
人
数
を
誇
る
就
職
支
援
・
人

材
派
遣
を
行
う
会
社
で
す
。

　
同
社
は
、厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る

優
良
派
遣
事
業
者
認
定
制
度（
法
令
を

遵
守
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
派
遣
社
員

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
や
、よ
り
良
い

労
働
環
境
の
確
保
、派
遣
先
で
の
ト
ラ

ブ
ル
予
防
な
ど
、派
遣
社
員
と
派
遣
先

の
双
方
に
安
心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
事
業
者
を
認
定
）に
よ
り

「
優
良
派
遣
事
業
者
」に
認
定
さ
れ
、さ

ら
に
地
域
経
済
の
中
心
的
な
担
い
手
と

な
り
得
る
と
し
て
経
済
産
業
省
か
ら

「
地
域
未
来
牽
引
企
業
」に
選
定
さ
れ

て
お
り
、そ
の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
同
社
の
斉
藤
代
表
は
父
親
が
経
営

す
る
総
合
建
設
業
の
会
社（
現
社
長
は

斉
藤
勇
介
代
表
）で
物
心
つ
く
頃
か
ら

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、父
親
の
働
く
姿
を

見
な
が
ら
、い
ず
れ
は
良
い
会
社
を
創

ろ
う
と
い
う
強
い
思
い
を
育
み
、平
成
14

年
に
、雇
用
を
通
じ
”地
域
社
会
の
良

き
パ
ー
ト
ナ
ー
“を
目
指
し
仲
間
と
第

二
創
業
と
し
て(

有)

ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、斉
藤
代
表
は
会
社
の
社
会

的
責
任
と
は
な
に
か
を
考
え
、日
本
の

将
来
を
見
据
え
な
が
ら
雇
用
促
進
事

業
を
通
じ
て
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

会
社
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、地

元
の
ラ
・フ
ラ
ン
ス
農
家
の
主
が
亡
く
な

り
、果
樹
園
の
担
い
手
が
い
な
い
と
い
う

状
況
に
、人
材
ビ
ジ
ネ
ス
会
社
と
し
て

役
立
つ
方
法
と
し
て
農
業
生
産
法
人
の

㈱
斎
庵
の
設
立
に
至
り
ま
し
た
。

　
㈱
斎
庵（
名
称:

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
斎

庵
）は
、農
業
を
創
造
し
、山
梨
・
日
本

を
元
気
に
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
、ラ
・

フ
ラ
ン
ス
や
桃
、ぶ
ど
う
の
果
樹
、イ
チ

ゴ
を
栽
培
し
、加
工
・
販
売
、農
作
業
の

受
託
、農
園
の
保
全
・
保
守
・
整
備
・
管

理
を
行
っ
て
お
り
、こ
こ
で
は
、農
業
が

廃
れ
な
い
た
め
に
、農
業
に
人
材
派
遣

の
メ
リ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
、繁
忙
期
と

閑
散
期
の
収
入
格
差
を
な
く
す
シ
ス
テ

ム
が
確
立
さ
れ
、地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
は
、季
節
に
よ
り
作
業
が
決
ま
っ

て
い
て
、必
要
に
な
る
労
働
力
の
時
期

と
人
員
が
予
め
計
画
し
や
す
い
こ
と
か

ら
、人
材
派
遣
と
は
相
性
が
よ
く
、人

材
派
遣
に
よ
り
時
期
に
応
じ
て
必
要
な

労
働
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。斎
庵
が
運
営
し
て
い
る「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｉ（
モ
モ
ザ
ン
マ
イ
）」や

「
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ 

Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｉ（
イ
チ

ゴ
ザ
ン
マ
イ
）」の
観
光
農
園
で
は
、忙
し

い
時
は
ア
ル
バ
イ
ト
が
派
遣
さ
れ
、取
り

こ
ぼ
し
て
い
た
客
を
収
容
で
き
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
、世
界
中
に
影
響
を
与
え
た
リ
ー
マ

ン
シ
ョッ
ク
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
電
子

機
器
工
場
と
従
業
員
を
ひ
き
と
り
、社

内
に
機
器
事
業
部
を
立
ち
上
げ
て
、働

き
た
い
人
が
働
け
る
場
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。現
在
、工
場
で
は
仕
事
を
細
分

化
し
て
、短
時
間
の
勤
務
や
座
っ
て
で

き
る
仕
事
へ
の
割
り
振
り
を
す
る
な

ど
、柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
子

育
て
中
の
母
親
や
障
が
い
者
、な
ら
し

勤
務
が
必
要
な
方
な
ど
、多
様
な
人
材

の
就
労
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、同
社
で
は
、社
内
に
無
料
の
保
育
所

を
設
置
す
る
な
ど
働
く
女
性
に
優
し
い

職
場
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

大
勢
の
子
育
て
中
の
母
親
が
安
心
し
て

働
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、（
株
）ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
は
、人
材
派
遣
会
社
で
あ
り

な
が
ら
、農
業
や
製
造
業
の
働
く
場
を

併
せ
持
ち
、職
業
訓
練
か
ら
パ
ー
ト
、ア

ル
バ
イ
ト
、派
遣
、正
社
員
ま
で
、働
く

ス
タ
イ
ル
を
実
現
し
、地
域
の
雇
用
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、同
社
の
地
域
貢
献
に
対
す

る
取
り
組
み
は
、就
業
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業（
障
が
い
者
等
の
職
業
訓
練
や
生

産
活
動
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、事

業
所
と
の
間
に
雇
用
契
約
を
結
ば
な
い

非
雇
用
型
の
も
の
）の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
、働
く
女
性
を
応
援
す
る
た
め

の
企
業
主
導
型
保
育
所（
企
業
が
自
社

の
従
業
員
の
た
め
に
設
置
す
る
保
育
所

で
、地
域
住
民
の
子
ど
も
も
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。）に
よ
る
地
域

の
子
ど
も
の
保
育
の
引
き
受
け
を
行
っ

て
お
り
、当
組
合
も
同
社
と
保
育
所
利

用
協
定
を
締
結
し
、当
組
合
職
員
の
子

ど
も
が
保
育
を
受
け
て
い
ま
す
。　

　
今
年
で
創
業
20
周
年
を
迎
え
た
ア

シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、今
後

も
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
と
し

て
新
た
な
事
業
に
取
り
組
み
、更
な

る
成
長
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

初
め
て
の
支
店
長山

梨
支
店

　松
土
栄
一

【三科先生の講演の様子】

【いちご農園】

【よっちゃばれ広場のネーミングライツ】

●500万円まで（100万円単位）
●1契約で受け取りを指定できる方（推定
相続人）は1名に限る。

（推定相続人が複数いる場合、複数契約し、
それぞれの契約で異なる推定相続人を指定
することも可能です。）

当組合と業務委託契約を結んだオリックス
銀行（株）が管理・運用します。
●年1回配当金支払い
●中途解約が可能　
●管理報酬は無料

予め指定された方（推定相続人）に資産を、
一括して支払います。

※受取の際には、指定された方のご本人名
　義の当組合普通預金口座が必要

資産運用 遺産相続

予定配当利率
（令和4年6月30日） 年0.2％

申し込み　

資産運用

遺産相続

本格中華が楽しめる店として地域の皆様はもちろん、県外のお客様
からも好評です。オススメの「冷やし五目そば」は、彩りもよく、食べる
と爽やかな酸味が口の中に広がり、さっぱりした味わいでこれから
の季節にぴったりです。当店は、やまなしグリーン・ゾーン認証店で
すのでご家族やご友人とも安心・安全にご利用いただけます。各種
テイクアウトも承っております。

東山梨駅から徒歩1分。大人気の日替わりセットメニューは昼
夜注文ＯＫ！！自慢の一品料理は定番のエビチリ、ユーリンチ、
麻婆豆腐、フカヒレの姿煮もおススメ！コース料理やアラカル
トなど豊富なメニューでお一人様からご家族連れ様まで様々
なニーズにお応えできるよう努めております。テイクアウトメ
ニューも豊富です。最新情報はインスタ「saika430」をチェッ
ク！是非、彩華-saika-の味をお楽しみください。

来
々
軒

チ
ャ
イ
ナ
キ
ッ
チ
ン

彩
華 -saika-

中
華
四
川
風

　桃
光

昭和26年創業。創業当初は屋台ラーメン店として甲府駅前で開始。
昭和51年より現在の甲府市塩部に移転し多くのお客様から親しまれ
ています。龍巻軒さんと言えば"昔ながらの中華そば"。煮干しが効き
さっぱりとしたスープと綺麗な色をしたちぢれ麺が昭和の雰囲気を連
想させ肉丼、もつ丼を組み合わせた時にはグッと胃袋を掴まれる味
わいであり、何度も通いたくなるようなお店となっております。是非、懐
かしの味を楽しみに足を運んでみてください。

昭和59年創業。現店主が中華食堂「かかし」として昭和町に店を
構え約40年。様 な々中華料理を取り揃え、店主がこだわり抜いた
料理を提供。品揃えは豊富でどの品を選んでも優しくて深みのあ
る絶品”中華料理”をお楽しみいただけます。料理を口にすれば、子
どもから大人まで必ず笑顔がこぼれるお店となっております。是非、
その味をご堪能ください。

清里にある中華料理屋です。この道50年を超えるオーナーが素材
を厳選して作る料理は、どれも美味しく、具沢山でボリューム満点で
す。前菜、メイン2品、ご飯もの、麺類、スープ、デザートまで7品が揃
うコース料理も大人気です。

龍
巻
軒

中
華
食
堂 

か
か
し

フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ャ
イ
ナ

○甲府市塩部3-13-1　○TEL.055-251-4063
○11:45-13:30／18:00-21:00　○定休日：第1、3水曜日・木曜日

○笛吹市石和町駅前14-9　○TEL.055-262-4185
○12:00-14:30(L.O. 14:00)／18:00-23:30(L.O. 23:00)　○定休日：火曜日

四川料理の辛味と香りをいかした坦々麺と水ギョーザが自慢の中
華料理店！新メニューの白ワインをたっぷり飲んで育った「ワイント
ン」を使ったパイコーメンがいちおし！メニューも豊富で、四川風の
辛い料理はもちろん、辛くない料理も多く扱っており、ご家族でも来
店しやすいお店です。お昼はランチセットもありお得！町中華好きに
は堪らない、何度も通いたくなるお店になること間違いなしです！！
ぜひお越しください。 
○甲州市塩山下於曽1380　○TEL.0553-32-1808　○定休日：火曜日

○山梨市小原東112-1 イーストヴィレッジ106
○TEL.0553-39-9209　○定休日：毎週水曜日・第一火曜日

○昭和町押越1072　○TEL.055-275-5218
○11:00-14:00／17:30-21:15(L.O.)　○定休日：水曜日

北杜市高根町清里3545-178　○TEL.0551-48-4366
11:00-15：00／17:00～※状況により閉店時間が変わります。
○定休日:木曜日



　
地
域
に
根
差
し
た
大
衆
的
な
中
華
料
理
店
を「
町
中
華
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。町

中
華
は
地
域
の
根
強
い
フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
て
い
て
、町
中
華
を
取
り
上
げ
る
グ

ル
メ
番
組
も
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。町
中
華
の
明
確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
昔
か
ら
続
い
て
い
る
中
華
料
理
店
」や「
ラ
ー
メ
ン
や
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
手
軽
に
食

べ
さ
せ
て
く
れ
る
個
人
経
営
の
店
」な
ど
と
考
え
ら
れ
、共
通
点
と
し
て「
あ
じ
が

濃
く
て
し
ょ
っ
ぱ
い
の
が
相
場
」で
、「
ガ
ツ
ン
と
く
る
食
べ
応
え
」が
あ
り
、か
つ
丼

や
オ
ム
ラ
イ
ス
、そ
し
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
、「
中
華
と
呼
べ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
が
充

実
し
て
い
る
店
が
多
い
」の
も
特
徴
だ
と
紹
介
し
て
い
る
書
物
も
あ
り
ま
す
。（
北

尾
ト
ロ
著「
夕
陽
に
赤
い
町
中
華
」）

　
同
著
で
は
、町
中
華
と
い
う
飲
食
店
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、昭
和
20
年
代
の
後
半
か
ら

形
成
さ
れ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
後
に
数
を
増
や
し
た
も
の
で
、昭
和
20
年
代

は
、コ
メ
が
不
足
す
る
中
で
、ア
メ
リ
カ
の
慈
善
団
体
か
ら
の
援
助
物
資（
通
称

「
ラ
ラ
物
資
」）を
き
っ
か
け
に
小
麦
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
、こ
れ
を
利
用
し
て
、

ラ
ー
メ
ン
と
餃
子
を
軸
と
し
た
飲
食
店
が
数
多
く
開
店
し
、客
の
要
望
を
満
た

す
た
め
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
て
い
っ
た
と
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
町
中
華
は
、長
く
営
業
し
て
き
た
お
店
が
ほ
と
ん
ど
で
、長
く
続
い
て
い
る
理

由
と
し
て
、癖
に
な
る
味
付
け
や
地
元
の
常
連
客
の
存
在
、家
族
経
営
で
家
賃
や

人
件
費
が
か
か
ら
な
い
、チ
ェ
ー
ン
店
の
よ
う
な
画
一
的
な
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な

く
店
主
な
ど
の
人
柄
が
色
濃
く
出
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、そ
の

多
く
は
、昭
和
か
ら
続
く「
勝
ち
組
」と
し
て
、現
在
も
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
お
い
し
い
と
評
判
の
町
中
華
も
あ
り
、い
ろ
ん
な
楽
し
み
方

が
あ
り
ま
す
。町
中
華
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

難読地名
当組合の営業区域は、山梨県内全域にまたがっており、各地の
難読地名（字名）に巡り合いますのでご紹介します。

梯：甲府市（旧上九一色村）
【かけはし】 「梯」は、梯子（はしご）や、きざはし（かけ離れたところにわた
すもの）を意味する字。地名の由来は、渓谷に架かるかけはしの奇橋が
あったことに因むという。

上（下）神内川：山梨市（旧山梨市）
【かみ（しも）かのがわ】 地名の由来は、加納地（荘園に税を納める田地）
であったからとの説や、カミノカワ（川の上流）の意であるとの説がある。

円野町上（下）円井：韮崎市
【まるのちょうかみ（しも）つぶらい】 円井は、円井という池があることによ
る。円野は、上円井・下円井・入戸野が合併し、それぞれの村の一字を組
み合わせ「まるの」と読ませたもの。

百 ：々南アルプス市（旧白根町）
【どうどう】 御勅使川の水の流れる音の「どんどん（百々）」に因むと言われる。

荊沢：南アルプス市（旧甲西町）
【ばらざわ】 「荊（いばら）」は、にんじんぼく（刑杖に用いられた灌木）を指
し、これが多く生えていたことに因むという。

小倉：北杜市（旧須玉町）
【こごえ】 南にある大きな屯倉（稲穀を収納する官倉）とともに、小さな屯
倉が小越峠の西口にあったことから「小越の小倉」と呼ばれたのが略され
たといわれる。

上（下）教来石：北杜市（旧白州町）
【かみ（しも）きょうらいし】 地名の由来は、高さ7尺余、縦３間・横２間余の
「清ら石」から転じた教来石に因むと言われる。

国衙：笛吹市（旧御坂町）
【こくが】 律令制の甲斐国の国庁（国衙）が置かれたことによる。

増利：笛吹市（旧八代町）
【まさり】笛吹川沿いに開墾された増分・徳分の地であることによるという。

㈱
ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

猗股君は私のベストパートナー お客様からお褒めのお手紙をいただきましたので紹介します。

前略
　私は、昨年退職し、預金等いろいろな面で貴信用組合にアドバイスをいただいている者です。過ぎてしまえばあっという間の現役時代で
ありますが、長年懸命に勤務に励み、その証としての退職金やその運用についてなど、どうしたものかと思案していたところ、知人の紹介に
より、最終的に貴信用組合に預けることにいたしました。
　担当していただいたのは、本店営業部の猗股幸生君。昨年５月に初めてお会いし、その後、何回かお話しさせていただきましたが、最初の
印象は、「NHK大河ドラマの若殿様や公家役がピッタリ」な若者でした。大きく無骨な黒鞄を手にしていたにも関わらず、彼の気品漂うたた
ずまいや落ち着いた話し方、資料を一枚一枚丁寧にめくる美しい所作など、今どきの若者とは次元の違う存在といったら言い過ぎでしょう
か、とにかく私に強烈な印象与えてくれたことを覚えています。聞けば、先祖は北条家の家臣。戦いに敗れ、この山梨の地にたどり着いたとの
こと。やはり、受け継いだ血は確実に彼の中に存在しているものだと一人納得した次第。
　その後、何回かお会いし、話をしていく中で、趣味は音楽鑑賞、それも、レコードを収集し、ジャズピアノなどをレコードプレーヤーで聴くと
いうことがわかりました。若い頃、バンドを組んで音楽活動をしていた私と、音楽の好みも合い、しばし時を忘れて音楽談義を交わしました。
還暦を過ぎた私のような人間と、対等に話ができるなど、「お主なかなかの者」とあらためて感心しました。その他にも、登山の話や映画の話
など、彼といるといつも楽しい時間を過ごすことができます。
　世はコロナ禍に加え、世界情勢の急激な変化など、まさに「激しい変化の時代」。しかし、人としての生き方、
企業人としての歩みなど、大切なことは、これまでも、これからも変わることはないものと信じています。芭蕉
は、「時代を超えて変わらないもの」と「時代と共に変えていくもの」を、「不易」と「流行」という言葉で表しまし
たが、彼をはじめ、次代を担う若者には、この芭蕉の残した言葉を意識しながらも、常に前をしっかりと見据
え、「いつも心に太陽」を持ちながら、これからの時代をしっかりと歩んでいってほしいと思います。
　いささか、話が大きくなってしまいましたが、猗股君のような若者が夢をもって生きていける、そんな世の中
になるよう、微力ながら、私も何らかの力になりたいと考えております。
末筆ながら貴信用組合の益々の御発展・御繁栄をお祈りしております。
猗股君、これからもよろしくお願いします。　　草々

2 　「
け
ん
み
ん
信
組
経
営
者
ク
ラ
ブ
」

令
和
4
年
度
第
1
回
経
営
塾
が
開

催
さ
れ
、㈱
ノ
ウ
ハ
ウ
バ
ン
ク
三
科
公

孝
代
表
の「
変
化
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
経
営
者
像
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
話
が
あ
っ
た
の
は
、

近
年
S
D
G
s
の
認
知
が
高
ま
り
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
対
す
る
世
の
中
の
見
方

が
厳
し
く
な
っ
て
、「
な
ん
ち
ゃ
っ
て

S
D
G
s
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

（
う
わ
べ
だ
け
、表
面
だ
け
塗
っ
て
中

身
を
ご
ま
か
す
）」と
い
う
批
判
も
出

て
き
た
状
況
に
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。三
科
代
表
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
今
日
の
普
及
を
例
に
、当
初
は
経

済
新
聞
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
ピ
ン
ク

サ
イ
ト
も
併
せ
て
閲
覧
し
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
習
慣
が
つ
い
た

経
験
を
あ
げ
、伸
び
る
も
の
は
清
濁

併
せ
て
飲
ん
で
大
き
く
な
っ
て
い
く

と
い
う
考
え
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
更
に
普

及
す
る
過
程
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。し
っ
か
り
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
あ
れ
ば
、実
績
値
や
目
標

値
の
数
字
に
表
し
た
り
、数
値
に
し

づ
ら
い
も
の
は
取
り
組
み
の
リ
ア
ル

な
画
像
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、新
し
い
流
れ
の
メ
タ
バ
ー
ス

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
作
ら
れ
た
3

次
元
の
仮
想
空
間
）の
活
用
に
つ
い
て

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
に
作
ら

れ
た
商
業
空
間
に
は
、ア
バ
タ
ー
と

呼
ば
れ
る
自
分
の
分
身
が
参
加
し
、

相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な

が
ら
買
い
物
な
ど
の
経
済
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、仮
想
現
実
の

学
校（
忍
者
寺
子
屋
）が
あ
り
、家
は

出
ら
れ
な
い
が
画
面
を
見
る
こ
と
は

で
き
る
引
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を

救
っ
て
い
る
例
も
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。リ
ア
ル
こ
そ
い
い
の
で
あ
っ
て
、

ネ
ッ
ト
上
の
も
の
は
ま
が
い
物
で
あ

る
と
考
え
る
人
も
い
る
が
、ど
っ
ち

が
い
い
か
を
決
め
る
必
要
は
な
く
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
を
互
い
に
補
え
ば

い
い
と
い
う
の
が
三
科
代
表
の
考
え

で
、メ
タ
バ
ー
ス
を
リ
ア
ル
空
間
の
お

試
し
空
間
と
位
置
付
け
て
コ
ン
テ
ン

ツ
を
開
発
す
る
の
も
あ
り
だ
と
し
て

い
ま
す
。仮
想
空
間
は
ア
プ
リ
で
作

れ
、三
科
代
表
は
、株
式
会
社
ノ
ウ
ハ

ウ
バ
ン
ク 

メ
タ
バ
ー
ス
支
社
を
ネ
ッ

ト
上
に
作
っ
た
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
有
名
な
経
営
学
者
ピ
ー

タ
ー・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
金
言「
未
来
の

こ
と
は
予
測
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

す
で
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
未
来
を

探
せ
」「
す
で
に
起
こ
っ
た
未
来
は
、

体
系
的
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
」を
引
用
し
、す
で
に
起
こ
っ
て
お

り
、後
の
世
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
変
化
で
あ
り
な
が
ら
、ま
だ
一
般

的
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
変
化
を
い

ち
早
く
見
定
め
、大
き
な
チ
ャ
ン
ス

と
す
る
こ
と
が「
未
来
を
探
す
」こ

と
で
重
要
で
あ
る
と
し
、経
営
塾
会

員
へ
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

変
化
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
も
の

町中華を楽しむ
　相続信託は、申込人（ご本人様）からお
預かりした資金を運用・管理し、生前は毎
年配当金を申込人にお支払いし、申込人
がお亡くなりになり相続が発生した場合
は、あらかじめ指定した受取人にお預か
りした資金を一括してお支払いする制度
です。

　令
和
4
年
4
月
、当
組
合
山
梨
支
店
の
支
店
長
に
、松
土

栄
一
支
店
長
が
着
任
し
ま
し
た
。本
年
度
、当
組
合
で
は
3
名

の
新
た
に
登
用
さ
れ
た
支
店
長
が
お
り
、松
土
支
店
長
は
そ

の
う
ち
の
一
人
で
す
。

　松
土
支
店
長
は
山
梨
市
出
身
で
、平
成
6
年
の
入
組
以
来
、

主
に
峡
東
地
域
の
支
店
に
勤
務
し
、今
回
本
店
営
業
部
か
ら

の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

　松
土
支
店
長
の
自
己
評
価
は「
コ
ツ
コ
ツ
真
面
目
」、こ
れ

ま
で
の
仕
事
で
の
思
い
出
は
、新
規
開
拓
先
で
自
ら
の
不
注

意
に
よ
り
お
客
様
の
大
切
な
盆
栽
を
倒
し
て
し
ま
い
、お
客
様

に
強
く
叱
ら
れ
た
こ
と
。誠
心
誠
意
謝
り
何
と
か
許
し
て
も
ら

え
た
の
で
す
が
取
引
は
見
込
め
ず
意
気
消
沈
し
て
い
た
と
こ

ろ
、翌
日
に
お
客
様
か
ら
連
絡
が
あ
り「
真
面
目
に
一
生
懸
命

謝
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
心
を
打
た
れ
た
」と
言
っ
て
定
期
預
金

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
と
の
事
で
す
。

　私
生
活
で
は
、ド
ラ
イ
ブ
を
趣
味
と
し
て
い
ま
し
た
が
、コ

ロ
ナ
蔓
延
後
は
遠
出
を
自
粛
し
て
、自
宅
で
の
洗
車
に
い
そ
し

み
、洗
車
後
に
ピ
カ
ピ
カ
と
な
っ
た
愛
車
を
眺
め
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ

し
、至
福
の
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　支
店
長
と
な
り
、こ
れ
ま
で
も
仕
事
に
お
い
て「
人
の
気
持

ち
を
考
え
な
が
ら
行
動
や
発
言
す
る
こ
と
」を
心
が
け
て
お

り
、今
後
は
支
店
長
と
し
て
厳
し
い
こ
と
も
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、言
い
方
を
考
え
て
発

言
す
る
よ
う
自
戒
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新
し
い
こ
と
、や
っ
た

こ
と
が
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
時
は
失
敗
や
苦
労
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、失
敗
や
苦
労

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
、自
分
や
組
合
の
成
長
に
繋

が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
お
り
、新

た
な
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。

　最
後
に
、「
お
客
様
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
よ
い
お
手
伝
い
が

で
き
る
よ
う
、誠
心
誠
意
努
め

て
ま
い
り
ま
す
」と
強
い
決
意
を

表
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業

　
中
央
市
の
㈱
ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ（
斉
藤
勇
介
代
表
）は
、多
彩
な
業

種
の
取
引
先
を
有
し
、県
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
求
人
数
を
誇
る
就
職
支
援
・
人

材
派
遣
を
行
う
会
社
で
す
。

　
同
社
は
、厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る

優
良
派
遣
事
業
者
認
定
制
度（
法
令
を

遵
守
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
派
遣
社
員

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
や
、よ
り
良
い

労
働
環
境
の
確
保
、派
遣
先
で
の
ト
ラ

ブ
ル
予
防
な
ど
、派
遣
社
員
と
派
遣
先

の
双
方
に
安
心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
事
業
者
を
認
定
）に
よ
り

「
優
良
派
遣
事
業
者
」に
認
定
さ
れ
、さ

ら
に
地
域
経
済
の
中
心
的
な
担
い
手
と

な
り
得
る
と
し
て
経
済
産
業
省
か
ら

「
地
域
未
来
牽
引
企
業
」に
選
定
さ
れ

て
お
り
、そ
の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
同
社
の
斉
藤
代
表
は
父
親
が
経
営

す
る
総
合
建
設
業
の
会
社（
現
社
長
は

斉
藤
勇
介
代
表
）で
物
心
つ
く
頃
か
ら

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、父
親
の
働
く
姿
を

見
な
が
ら
、い
ず
れ
は
良
い
会
社
を
創

ろ
う
と
い
う
強
い
思
い
を
育
み
、平
成
14

年
に
、雇
用
を
通
じ
”地
域
社
会
の
良

き
パ
ー
ト
ナ
ー
“を
目
指
し
仲
間
と
第

二
創
業
と
し
て(

有)

ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、斉
藤
代
表
は
会
社
の
社
会

的
責
任
と
は
な
に
か
を
考
え
、日
本
の

将
来
を
見
据
え
な
が
ら
雇
用
促
進
事

業
を
通
じ
て
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

会
社
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、地

元
の
ラ
・フ
ラ
ン
ス
農
家
の
主
が
亡
く
な

り
、果
樹
園
の
担
い
手
が
い
な
い
と
い
う

状
況
に
、人
材
ビ
ジ
ネ
ス
会
社
と
し
て

役
立
つ
方
法
と
し
て
農
業
生
産
法
人
の

㈱
斎
庵
の
設
立
に
至
り
ま
し
た
。

　
㈱
斎
庵（
名
称:

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
斎

庵
）は
、農
業
を
創
造
し
、山
梨
・
日
本

を
元
気
に
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
、ラ
・

フ
ラ
ン
ス
や
桃
、ぶ
ど
う
の
果
樹
、イ
チ

ゴ
を
栽
培
し
、加
工
・
販
売
、農
作
業
の

受
託
、農
園
の
保
全
・
保
守
・
整
備
・
管

理
を
行
っ
て
お
り
、こ
こ
で
は
、農
業
が

廃
れ
な
い
た
め
に
、農
業
に
人
材
派
遣

の
メ
リ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
、繁
忙
期
と

閑
散
期
の
収
入
格
差
を
な
く
す
シ
ス
テ

ム
が
確
立
さ
れ
、地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
は
、季
節
に
よ
り
作
業
が
決
ま
っ

て
い
て
、必
要
に
な
る
労
働
力
の
時
期

と
人
員
が
予
め
計
画
し
や
す
い
こ
と
か

ら
、人
材
派
遣
と
は
相
性
が
よ
く
、人

材
派
遣
に
よ
り
時
期
に
応
じ
て
必
要
な

労
働
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。斎
庵
が
運
営
し
て
い
る「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｉ（
モ
モ
ザ
ン
マ
イ
）」や

「
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ 

Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｉ（
イ
チ

ゴ
ザ
ン
マ
イ
）」の
観
光
農
園
で
は
、忙
し

い
時
は
ア
ル
バ
イ
ト
が
派
遣
さ
れ
、取
り

こ
ぼ
し
て
い
た
客
を
収
容
で
き
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
、世
界
中
に
影
響
を
与
え
た
リ
ー
マ

ン
シ
ョッ
ク
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
電
子

機
器
工
場
と
従
業
員
を
ひ
き
と
り
、社

内
に
機
器
事
業
部
を
立
ち
上
げ
て
、働

き
た
い
人
が
働
け
る
場
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。現
在
、工
場
で
は
仕
事
を
細
分

化
し
て
、短
時
間
の
勤
務
や
座
っ
て
で

き
る
仕
事
へ
の
割
り
振
り
を
す
る
な

ど
、柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
子

育
て
中
の
母
親
や
障
が
い
者
、な
ら
し

勤
務
が
必
要
な
方
な
ど
、多
様
な
人
材

の
就
労
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、同
社
で
は
、社
内
に
無
料
の
保
育
所

を
設
置
す
る
な
ど
働
く
女
性
に
優
し
い

職
場
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

大
勢
の
子
育
て
中
の
母
親
が
安
心
し
て

働
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、（
株
）ア
シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
は
、人
材
派
遣
会
社
で
あ
り

な
が
ら
、農
業
や
製
造
業
の
働
く
場
を

併
せ
持
ち
、職
業
訓
練
か
ら
パ
ー
ト
、ア

ル
バ
イ
ト
、派
遣
、正
社
員
ま
で
、働
く

ス
タ
イ
ル
を
実
現
し
、地
域
の
雇
用
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、同
社
の
地
域
貢
献
に
対
す

る
取
り
組
み
は
、就
業
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業（
障
が
い
者
等
の
職
業
訓
練
や
生

産
活
動
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、事

業
所
と
の
間
に
雇
用
契
約
を
結
ば
な
い

非
雇
用
型
の
も
の
）の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
、働
く
女
性
を
応
援
す
る
た
め

の
企
業
主
導
型
保
育
所（
企
業
が
自
社

の
従
業
員
の
た
め
に
設
置
す
る
保
育
所

で
、地
域
住
民
の
子
ど
も
も
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。）に
よ
る
地
域

の
子
ど
も
の
保
育
の
引
き
受
け
を
行
っ

て
お
り
、当
組
合
も
同
社
と
保
育
所
利

用
協
定
を
締
結
し
、当
組
合
職
員
の
子

ど
も
が
保
育
を
受
け
て
い
ま
す
。　

　
今
年
で
創
業
20
周
年
を
迎
え
た
ア

シ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、今
後

も
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
と
し

て
新
た
な
事
業
に
取
り
組
み
、更
な

る
成
長
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

初
め
て
の
支
店
長山

梨
支
店

　松
土
栄
一

【三科先生の講演の様子】

【いちご農園】

【よっちゃばれ広場のネーミングライツ】

●500万円まで（100万円単位）
●1契約で受け取りを指定できる方（推定
相続人）は1名に限る。

（推定相続人が複数いる場合、複数契約し、
それぞれの契約で異なる推定相続人を指定
することも可能です。）

当組合と業務委託契約を結んだオリックス
銀行（株）が管理・運用します。
●年1回配当金支払い
●中途解約が可能　
●管理報酬は無料

予め指定された方（推定相続人）に資産を、
一括して支払います。

※受取の際には、指定された方のご本人名
　義の当組合普通預金口座が必要

資産運用 遺産相続

予定配当利率
（令和4年6月30日） 年0.2％

申し込み　

資産運用

遺産相続

本格中華が楽しめる店として地域の皆様はもちろん、県外のお客様
からも好評です。オススメの「冷やし五目そば」は、彩りもよく、食べる
と爽やかな酸味が口の中に広がり、さっぱりした味わいでこれから
の季節にぴったりです。当店は、やまなしグリーン・ゾーン認証店で
すのでご家族やご友人とも安心・安全にご利用いただけます。各種
テイクアウトも承っております。

東山梨駅から徒歩1分。大人気の日替わりセットメニューは昼
夜注文ＯＫ！！自慢の一品料理は定番のエビチリ、ユーリンチ、
麻婆豆腐、フカヒレの姿煮もおススメ！コース料理やアラカル
トなど豊富なメニューでお一人様からご家族連れ様まで様々
なニーズにお応えできるよう努めております。テイクアウトメ
ニューも豊富です。最新情報はインスタ「saika430」をチェッ
ク！是非、彩華-saika-の味をお楽しみください。

来
々
軒

チ
ャ
イ
ナ
キ
ッ
チ
ン

彩
華 -saika-
中
華
四
川
風

　桃
光

昭和26年創業。創業当初は屋台ラーメン店として甲府駅前で開始。
昭和51年より現在の甲府市塩部に移転し多くのお客様から親しまれ
ています。龍巻軒さんと言えば"昔ながらの中華そば"。煮干しが効き
さっぱりとしたスープと綺麗な色をしたちぢれ麺が昭和の雰囲気を連
想させ肉丼、もつ丼を組み合わせた時にはグッと胃袋を掴まれる味
わいであり、何度も通いたくなるようなお店となっております。是非、懐
かしの味を楽しみに足を運んでみてください。

昭和59年創業。現店主が中華食堂「かかし」として昭和町に店を
構え約40年。様 な々中華料理を取り揃え、店主がこだわり抜いた
料理を提供。品揃えは豊富でどの品を選んでも優しくて深みのあ
る絶品”中華料理”をお楽しみいただけます。料理を口にすれば、子
どもから大人まで必ず笑顔がこぼれるお店となっております。是非、
その味をご堪能ください。

清里にある中華料理屋です。この道50年を超えるオーナーが素材
を厳選して作る料理は、どれも美味しく、具沢山でボリューム満点で
す。前菜、メイン2品、ご飯もの、麺類、スープ、デザートまで7品が揃
うコース料理も大人気です。

龍
巻
軒

中
華
食
堂 

か
か
し

フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ャ
イ
ナ

○甲府市塩部3-13-1　○TEL.055-251-4063
○11:45-13:30／18:00-21:00　○定休日：第1、3水曜日・木曜日

○笛吹市石和町駅前14-9　○TEL.055-262-4185
○12:00-14:30(L.O. 14:00)／18:00-23:30(L.O. 23:00)　○定休日：火曜日

四川料理の辛味と香りをいかした坦々麺と水ギョーザが自慢の中
華料理店！新メニューの白ワインをたっぷり飲んで育った「ワイント
ン」を使ったパイコーメンがいちおし！メニューも豊富で、四川風の
辛い料理はもちろん、辛くない料理も多く扱っており、ご家族でも来
店しやすいお店です。お昼はランチセットもありお得！町中華好きに
は堪らない、何度も通いたくなるお店になること間違いなしです！！
ぜひお越しください。 
○甲州市塩山下於曽1380　○TEL.0553-32-1808　○定休日：火曜日

○山梨市小原東112-1 イーストヴィレッジ106
○TEL.0553-39-9209　○定休日：毎週水曜日・第一火曜日

○昭和町押越1072　○TEL.055-275-5218
○11:00-14:00／17:30-21:15(L.O.)　○定休日：水曜日

北杜市高根町清里3545-178　○TEL.0551-48-4366
11:00-15：00／17:00～※状況により閉店時間が変わります。
○定休日:木曜日



　山梨県民信用組合と山梨県信用組合協会では、社会貢献活動の一環として、皆様にご
利用いただいております信用組合業界のクレジットカード「しんくみピーターパンカード」の
収益金の一部を「障がいを持つ子どもとその家族の支援」の趣旨に合致した活動を行って
いる団体に毎年寄付を行っております。
　今回は、甲府市大里町と韮崎市水神町で障がいのある子どもたちの放課後等デイサー
ビスを提供する「ジリツアカデミージュニア」を運営する株式会社ＺＩＲＩＴＳ（清水成仁代表）
様に寄付金を贈呈しました。
　ジリツアカデミージュニアが提供する放課後等デイサービスは、学校に通われている子
どもで、発達に心配や難しさのある子どもに対して、放課後や夏休み等長期休暇中におい
て、生活能力向上のための訓練や充実した余暇活動を行うための支援、学習のサポート等
を継続的に提供するものです。学校教育と相まって子どもの自身の自立や自信を促すとと
もに、放課後等の居場所を提供しています。
　同アカデミーでは、集団生活への適応訓練を目的に、運動や外遊び、ゲーム、創作・音楽
活動などのみんなで一斉に取り組むプログラムや、パソコンや絵画等、やりたいことを自
分で選んで取り組むプログラムを行っています。中でも、パソコン教室は、講師にパソコン
インストラクターをしていた方や長年パソコンを専門職にしていた方などが、子どもたちに
わかりやすくまた楽しく取り組める内容で教えています。
　清水代表は、今回の寄付金を「子どもたちの将来のために大事に使わせていただく」と
し、パソコン教室の端末更新に活用していくこととしています。また贈呈式では、子どもた
ちの代表者から南理事長にお礼の言葉をいただきました。

　当組合営業担当職員が㈲ハギハラ工房へ訪問の際に、建築業者の建物施工に
かかる看板制作の需要についてヒアリングし、当組合の他支店の取引先であるfr 
design㈱が様 な々お客様の建築ニーズに対応していることから今後の看板製作の
マッチングを両者に提案し、ちょうど美容院創業者の看板制作予定があったことから
ハギハラ工房に発注依頼し、お客様も大変満足されたことから続けて2件の発注が
行われました。

　(有)ハギハラ工房（萩原 亮代
表）は、看板・サインの制作取付の
業務を主としており、国交大臣認定
の屋外広告士が在籍し、素材・環
境に合った施工に注力しています。
デザイン力に優れ、使う人、場所、
シーンに応じてあらゆるニーズに応
える製品提供と綿密な調査による
安全な施工により、県内の様 な々企
業の看板製作の実績を誇っていま
す。美しい県土づくり推進大会「広
告景観賞」を受賞(白州・尾白の森
名水公園べるが)し、当組合御勅使
支店の看板も手掛けています。

(有)ハギハラ工房 fr design（株）

笛吹市石和町
東油川312-2
Tel.055-262-3411

甲府市住吉5-24-7D
Tel.055-242-7251

　fr design㈱（村松 隆之代
表）は、平成23年設立の、建
築、内装、エクステリア、壁面
アート等を手掛ける会社です。
自由な発想で建築の形に捕ら
われないスタイルを重視し、ク
ライアントのイメージするデザ
インコンセプトを生かし、「夢」
を現実に造りあげ、理想の空
間を提供しています。

当組合は、持続可能な
開発目標（SDGs）を
支援しています。

私たちは緑の募金に
参加しています。

本誌の
バックナンバーが
ご覧になれます

ご意見・ご感想を
お聞かせください

信用組合に口座をお持ちの方が入会することがで
きる「しんくみピーターパンカード」（※カードによる
利用額の0.5％が信組業界に寄付されます。）は、
ネットからの入会申込みが可能となりました。（入会
には審査が必要となります。）

しんくみ
ピーターパンカードの入会

マッチングマッチング ××㈲ハギハラ工房㈲ハギハラ工房 fr design㈱fr design㈱

地域の飲食店を応援しています。
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「ZIRITS」様に寄付金を贈呈しました。

仕事承ります! ※掲載企業に連絡を取りたい場合は、営業担当者
　又は営業店にお気軽にお申し出ください。けんみん信組掲示板 Matching

山梨ユニフォーム㈱

「ユニフォームを通して日本を元気にする」のミッショ
ンのもと、お客様にユニフォームのご提供を行っていま
す。作業服の他に、ヘルメットや安全靴、自社加工(刺
繍・プリント)も取り扱っています。社員の育成にも力を
入れています。会社の役割は、社員が働きやすい環境
をつくることだと考えています。それをベースに社員に
は、仕事の中で「やりがい」を掴んでもらいたい。そう
することで「この会社で働きたい」と思える会社を目指
しています。

南アルプス市西野2343-1　TEL.055-283-6355

ユニフォームを通して日本を元気に

㈲弘正堂

当社の印鑑ケースは、金枠から一貫した自社製造を
貫き、一つひとつ職工による手作業で造られておりま
す。自社製造によるリーズナブルさと、手作業ならでは
の高品質さを兼ね備えた商品は、お客様の希望に
沿ったデザイン変更やコンマ単位での加工が可能で
す。当社が開発したフレーム「プライムシリーズ」は、口
金が「がま口財布」のような形状になっているのが特
徴。ケースの開閉がしやすく、見た目も可愛らしく上品
な印象を与えます。

身延町西嶋1814-1　TEL.0556-42-2555

印鑑ケース「プライムシリーズ」

㈱天野製作所

当社は、今年創業60年を迎える印章ケース及び記念
品メーカーです。結婚を機に、先祖から受け継いだ苗
字から、嫁ぎ先の苗字へと変わります。お嫁に来てくれ
てありがとうの気持ちを込めて「新しい名前が刻まれ
た印鑑」を贈る。日本特有の文化である印章を、モノ
とコトを結ぶ「ナオクリ」という特別な贈り物。ナオクリ
をきっかけに、印章の新たな価値と文化を創造・発信
し続け、これからも地場産業に貢献していきます。

昭和町築地新居1669 釜無金属工業団地
TEL.055-275-5681

名前を贈るストーリー

モテギ㈱

当社は昭和24年に創業。印章・印刷・システム機
器・雑貨・宝飾を取り扱っております。5月にカラーコ
ピー・名刺印刷・DVD/CDコピー・カッティングシー
ル・くるみ製本・ラミネート加工・パネル加工・ポス
ター印刷などが行える専門店を新規出店しました。
印刷は入稿データ受付後、最短3時間で仕上げる事
が出来ます。更に店内ではコワーキングスペースを併
設し、テレワークブースでオンライン授業や会議にご
利用頂く事も可能となります。
本　社/甲府市相生2-10-12　TEL.055-232-0111
新店舗/昭和町西条5198　TEL.055-225-4855

「印：しるし」を通じて社会に貢献

㈱フジハラ
セイメン

昭和27年創業。高根町にて麺類製造を手掛け70
年、メンに自信と誇りを持ち、自慢のメン達を美味しく
食べていただきたい！それがフジハラセイメンのモッ
トーです。八ヶ岳の湧水を使ったメンは絶品で、麺幅
2.5㎝極太ほうとうをはじめ個性豊かな商品を製造
し、現在は、ほうとう、蕎麦、ラーメン、うどん各種メン類
を飲食店、小売店に販売し、学校給食にも使われて
います。イチオシは今年から製造開始の生パスタ。乾
麺とは一味違うもっちりとした食感となっています。

北杜市高根町長澤1812-4　TEL.0551-47-4211

八ケ岳湧水を使った麺づくり

㈱アクセス

当社は、食料品アクセス困難者(買い物弱者、難民)に
対して、運転ミスが起こりにくく、安全で安価な移動手
段を提供することを目的として事業を開始し、シニア層
に最適な最高速度を抑えた電動ミニカーを主力に販
売しておりましたが、現在では、気軽な移動手段として
最適な折り畳み式電動バイクや3人乗りが可能な電動
トライク、デリバリー用トライクなど、様 な々ニーズに対応
した電動車両の製造・販売を行っております。

甲府市富竹4-4-14　TEL.055-236-8804

電動バイクの製造・販売

㈱五味製作所

当社は、木工所として創業し、昭和36年に金属精密
加工に移行、平成30年に株式会社五味製作所に組
織変更を行いました。品質・納期の徹底を図り、また、
時流に応じた新鋭設備を導入し省力化・合理化を進
めて参りました。効率的・信頼性・首尾一貫をモットー
に、真鍮、ステンレス、鉄、アルミ、樹脂等をローコスト
で加工しております。今後とも量産品のみならず、多種
小ロットまで幅広くお客様のニーズに応えていきます。

笛吹市御坂町竹居1136　TEL.055-262-7335

金属精密加工

山一窯業㈱

当社は、明治5年に陶器の販売から始まり、昭和46年
にコンクリート二次製品製造販売に着手し、創業150
年になります。当社の特徴は、堆積物を抑え高い排水
能力を発揮する円形水路や国交大臣認定宅地擁壁T
型ブロックなどオリジナルでユーザーのニーズに応え
た製品を多数世の中に提供してきたことにつきます。
JIS製品はもちろん、宮ケ瀬ダム・永平寺ダムの堤体や
監査通廊ブロック、東京駅前広場のタイプの異なる側
溝などユニークな製品で社会に貢献しています。

甲府市城東5-5-8　TEL.055-233-2813

コンクリート製品のフレキシブルカンパニー

〒400-0032 甲府市中央1丁目18-6
℡ 055-233-4176
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